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「自分にできること」 
 

鹿屋市立輝北中学校 校長 副田 明彦 

 森が燃えていました 

森の生きものたちは われ先にと逃げていきま

した 

でもクリキンディという名の 

ハチドリだけは いったりきたり 

口ばしで水のしずくを一滴ずつ運んでは 

火の上に落としていきます 

動物たちがそれを見て 

「そんなことをして いったい何になるんだ」 

といって笑います 

クリキンディはこう答えました 

「私は、私にできることをしているだけ」 

出典：「ハチドリのひとしずく」辻 信一監修  
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ハチドリというのは、体長６ｃｍくらいの小さ

な小さな鳥です。その小さな鳥が口に水をためて

運んでいるのですが、それはそれは本当に微々た

るものです。それでもこのハチドリに今できる精

一杯のことなのです。 

今、私たちの周りには、いろいろな問題があり

ます。「いつか誰かが解決してくれるだろう。」と

傍観していても解決するはずがありません。 

例えば、不審者の増加が止まりません。 

昨年 1年間の不審者の発生（声かけ･つきまとい

事案）が全年齢対象で、鹿児島県全体で 1067件、

鹿屋警察署管轄で 44件でした。中学生以下に絞る

と、県全体で 488件、鹿屋市で 18件です。ところ

が今年は、８月末までで全体で 771 件、鹿屋警察

署管内で 38件です。中学生以下に絞ると８月末で

353 件です。昨年の８月末は、全体が 655 件、中

学生以下で 289件ですから、すでに全体で 116件、

中学生以下で 64件の増加となっています。では、

この不審者問題、誰かが解決してくれるのでしょ

うか。(鹿児島県警 HPより) 

「声をかけたら、子どもたちが大声をあげて逃

げてしまう。不審者に間違われるから、子どもた

ちに声をかけきらない。」割と最近、地域でよく聞

く言葉です。良く捉えると、学校での自分の身を

守る指導が功を奏していると言えます。しかし、

それでいいのでしょうか。 

私の幼少期には、地域にあいご会というものが

あり、地域のおじさんおばさんたちにけっこうよ

く声をかけられていました。夏休みにラジオ体操

をしたり、林間学校でスイカ割りをしたり、海水

浴をしたり、十五夜に綱引きや相撲をしたりしま

した。 

地域のおじさんおばさんは、もっと気安くて近

しい関係だった気がします。 

今、都会ではＰＴＡの存在が問題になっている

ところがあります。「忙しいのにＰＴＡの役をしな

ければならなくて大変だ。」「ＰＴＡは、任意団体

だから入らなくてもいいんだって。」「じゃあ、や

めちゃおう。」 

ＰＴＡは、子どもたちのために一生懸命取り組

んできている団体です。保護者の方が忙しくなっ

てきているのもわかります。それでも自分の子ど

もの同級生の親御さんとパパ友ママ友になって、

互いを知り合い、なにか一緒に活動するというこ

とは、この時期にしか味わえないことです。ＰＴ

Ａ活動は、やってみたら意外に楽しいものです。

どうでしょうか。 

クリキンディの「私は、私にできることをして

いるだけ。」たとえどんなに非力で無理だと思って

いても、「自分のできる時にできることを精一杯行

動すること。」そのちょっとした勇気が何かを解決

するためには大切だと思います。頭の上の青空は、

あなたの上にもつながっています。みんなのちょ

っとした勇気がつながるとよいですね。 

                           


